
分解度試験報告書
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C6H8N2　分子量

NH2

NH2

108．1

赤外分光光度計　（付図一6参照⊃

　褐色固体　　　沸　点骨　282～284℃

　　63～64℃　比重1．142］
　　98％（■■■鰍試薬使尉

・　共立出版：化学大辞典による

対水5000ppm以上
対メタノール，テトラヒドロフラン，ク・ロホルム

　　　　　　　　　　　　200Oppm以上

　　試験期間　　昭和57年4月6日～昭和57年5月8日

　　試験方法及び条件

業難三騰・る一一・

　　試験条件

　（1）微生物源：標準活性汚泥50ppm

　（2）　供試物質濃度：10Oppm

　③試験期間：28目間

　　閉鎖系酸素消費量測定装置　標準型

　　試料の採取

　　供試物質を天秤で5〔1肋9精秤し各培養ビンに添加した

　　BOD測定装置へのセット状況

　　　　　　　　　状　　　　　　　況　　！　pH

㈲　生分解試験条件

5．1

（b）試験装置

（c）

（d）

　　　　　　　　　　　　　　　　　一
仕込時

終了時

1水系：6．4
汚泥系：zo

』天系、汚泥累とも試験汲め着色がみら1水　系

れた・汚泥の増殖はみられ勧りた。1汚泥系

6．6『

Z2

52　直接定量分析

（a）　使用分析機器及ぴ条件

　全有機炭素分析計



　　型　　　式　　　　島津丁O　O－10B

　　T　C　炉

　　　　温　度　　　960℃

　　　　流　量　　　200認／廟

　高速液体クゴマトグラフ

　　型　　　式　　　GBC組立

　　カ　ラ　ム　　　ステンレス，口．1mX4鞭¢

　　固定相　 ハイパージル（C18〕

　　溶離　液　　水／アセトニトリル

　　　　　　　　　　〔9助・〕＋聯トリ助吠ン（りん酸にて・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pH　Zロに調整ノ

　　波　　　長　　　290nm

　　検　出　器　　　UV

（b）　分析試料の前処理

　　　　　　　　．．．＿＿＿．　　　・操作

　　　　　　　　　試　験　液　　　　←添加

　　　　　　　　　　　　・一部分取

　　　　　　　　　　　　・ろ過

4，試験結果

酸素消費量による結果

分解度㊤θ…付図付表
　　2　　　　　　1

TOC計による結果

LGによる結果
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7日目のアニリンの分解度　60％

以　上

・TOC試料 LC試料
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